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４月７日（月）、第１学期始業式を行い、令和７年度がスタートしました。新年度の決意では、生徒会代表小野

閣馬さん、新２学年代表岡本ひなたさん、新３学年代表佐々木遥斗さんの３名が、それぞれの思いをしっかりと

力強く発表してくれました。今年度の迫中生の活躍と学校の発展に大きな期待を感じられる式になりました。 

午後からは、令和７年度入学式を行いました。花巻市教育委員会教育委員木更着潤様をはじめ、多数のご来賓
方々のご臨席を賜り、新入生保護者が見守る中、新入生２１名は少し緊張気味ではありましたが、新たな生活に
期待を抱き、しっかりとした足取りで入場しました。呼名では、元気な返事、丁寧な礼など、とても立派な態度で
臨んでいました。新入生誓いのことばでは伊藤龍士さんが「文武両道を目指し、初心を忘れず、前向きに努力し、
仲間と共に充実した３年間を送る」と誓いました。また、歓迎のことばでは高橋幸佑さんが「伝統である日常の
四実践を意識して生活し、学習、行事、部活動などに取り組もう」と激励しました。新入生の皆さん一人一人が、
自分が思い描く夢や目標に向かって、充実した中学校生活を送りながら、健やかにたくましく成長するよう願っ
ています。ご入学おめでとうございます。 

１年生１８名、２年生１８名、３年生２１名、合計５７名で全校生徒の健康と安全に留意しながら、生徒一人

一人が笑顔で元気に学校生活を送ることができるよう、教職員一同全力で取り組んでまいります。保護者の皆様、

地域の皆様方のご理解ご支援を賜りますよう、今年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

夢限りない早池峰の地 
♬ 中居の丘に聳えたつ われらが学舎 ♬ 

「夢」「目標」へ向かって   始業式・入学式 

迫中生徒会の一員に      生徒会入会式 

１５日（火）、生徒会入会式を体育館で行いました。１年生が大迫中学校生徒会の一員となるにあたり、中学校

生活について学び、理解してもらうための生徒会企画です。内容は、日常の四実践、専門委員会、部活動、行事に

ついて、生徒会活動の紹介。続いて、応援・校歌披露、歓迎の気持ちを込めた２・３生からの合唱。最後に各部か

らの活動紹介が行われました。開催するにあたり、２・３年生は生徒会執行部を中心に、様々な準備をし、当日は

１年生にとってとても分かりやすく説明しました。また、最高学年、中堅学年として堂々とした姿勢で臨み、先

輩のあるべき姿を1年生の心に強く印象づけた機会になりました。「チーム迫中」生徒会活動の素晴らしいスター

トとなりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「楽しむこと」「学ぶこと」   修学旅行 

９日（水）から１１日（金）までの２泊３日、スローガン「楽学両道 ～全力で楽しもう～」を掲げ、３年生が
東京方面で修学旅行を行いました。昨年度行った宿泊研修での集団生活での経験を生かし「友情、コミュニケー
ション」、「時間厳守」、「協力・団結」、「礼儀」を重点行動に決めました。互いにコミュニケーションをとり、５分
前行動を心がけて時間に余裕をもって行動し、みんなで楽しみながらしっかりと学びを深められたようです。こ
れからの生活に生かすことと期待しています。保護者の皆さん、お忙しいところ、駅まで送迎いただきありがと
うございました。 
 
 
 
 
入学時から計画した通りの東京方面へ実施できたことは実に３年ぶりになります。新型コロナウイルス感染症

への感染予防を考慮し、状況や環境に応じた感染対策を心がけて研修を深めました。首都東京の魅力をたくさん
発見できたようです。 
また、訪問先等では「いちのへふるさとＰＲ大使」として、一戸町、奥中山の魅力について工夫を凝らして発信

し、その任務を全うすることができました。活動することにより、一戸、奥中山の魅力にあらためて気付くこと
ができました。 
学校として重要な行事の一つである、修学旅行を無事３日間実施できました。保護者の皆さんからご理解ご協

力をいただきましたことに心より感謝申し上げます。 


